
平成２１年度第９回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨 

 

[日 時]  平成２１年 １２月１日（火） １５：００～１７：００ 

[場 所]  琉球大学医学部管理棟 小会議室 

[参加者]    ５名：上江洲富夫（沖縄県骨髄バンクを支援する会代表）、 

高橋 慶行（県立中部病院）、上原忠司（那覇市立病院外科）、 

幸地 周（北部地区医師会）、増田 昌人（琉大病院がんｾﾝﾀｰ）、 

[欠席者] ４名：仲宗根民男、蔵根 瑞枝（沖縄県健康増進課成人保健班）、 

  渡嘉敷通之（沖縄県保健体育課課長）、長井 裕（琉大病院産婦人科）、 

[陪席者] ４名：嘉陽俊和（AIG スター生命）、大浜博文（ソニー生命） 

城間駒生（琉大病院がんセンター）、吉田祐子（患者） 

 

議題に先立ち、第８回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨が承認された。 

連携協議会議長の代理として増田委員より、吉田祐子氏（患者）に委嘱状が授与された。 

 

[報告内容] 

１． 北部地区医師会北部看護学校での学生向け講演者選定について 

   幸地副部会長より、12 月 11 日（金）に北部地区医師会北部看護学校にて開かれる学 

生向け講演会については、県立中部病院  高橋慶行先生が選定されたことが報告さ 

れた。 

 

２． 離島圏（石垣島）での一般向け講演会について 

   離島圏（石垣島）での講演会については沖縄県を主体として進め、開催日は平成 

22 年 2 月 6 日（土）に琉大病院 医学科 器官病態医科学講座女性・生殖医学 助教   
久高 亘先生が講演者として選定されたと報告があった。 
 

３．その他 

  がんセンター城間より、がん検診を啓発する目的で試験的にオリジナル Tシャツを作 

成し、早期発見がん検診の PR として活用してはどうかとの意見が承認され、経過につ 

いては、その都度メーリンングリストにてお知らせすることが報告された。 

 

 [報告内容] 

 

１． 今年度取り組み事業についての中間評価についての中間評価について 

  現在、未評価だった事業計画について、中間評価を行い、以下の通りとなった。 

 

② 講演会録画のライブラリー化・・・5点  (視聴可の拠点病院とそうでない病院が 

あるため） 



⑤ 養護教員向けの講演会の開催 ・・・0点  (現在未実施のため) 

⑪ 各協議会との情報提供および交換 ・・・0点 （現在未実施のため） 

 

２．来年度がん検診キャンペーンの内容の詳細について 

   来年度のがん検診キャンペーンについて、先ず検診を受ける重要性を伝える場所の

確保として、職場検診を受ける方へは、社会保険事務所、健康保険組合とタイアップ

し、企業への検診説明会の際に講演会を組み込んでもらう。住民健診を受ける方へは、

検診の時期の範囲が広い為、定期的に一般向け講演会を開催するか、学校などの教育

施設に協力してもらい、講演会を開催する。更に、一般企業とタイアップし、大腸が

んをテーマとしたポスターや標語、作文などコンテストを開催して公募することで、

家族全体で健康について考えるきっかけとなるのではないかとの意見が挙がった。 

また、大腸がん啓発週間など、キャンペーンの期間を設置することも挙げられるなど、 

今後はいかに企業やマスコミも連動させるかについても更に検討していくことが承認 

された。 

 

３．リレーフォーライフにおけるワークショップについて 

   AIG スター生命 嘉陽氏より、平成 22 年 3 月 14 日に開催されるリレーフォーライフ

にて、がんについての普及啓発活動を行ってほしいとの依頼があり、現段階では普及

啓発部会より子宮頸がんと大腸がんに関する講演会（パワーポイント使用可）やがん

検診について啓蒙を諮るビデオ上映を行うなど、協力体制を作ることが承認された。

また、各委員より、各拠点病院の医師や医療従事者などにも協力していただける様、

周知することが承認された。その他、ソニー生命 大浜氏より以前に使用した「子宮

がん検診」のチラシの裏面を利用し、リレーフォーライフの広告紙を作成することが

承認された。 

 

４．インターネットを利用できない人のための情報提供手段の構築について 

   前回に引き続き、早期がん検診についてフリーマガジン（無料情報雑誌）を活用 

し、啓蒙諮るのはどうかとの意見をもとに、各発行事業所に問い合わせを行い、がん 

についての特集があった場合、取り上げてほしいと再度依頼することが承認された。 

       

５．協議会のホームページの内容の充実について 

   ホームページの内容については、医療者用と患者さん用の入り口を分けるよう引き

続き構成の変更を行い、今後も定期的に部会にて協議していくことが承認された。 

 
６．各協議会との情報提供及び交換について 
 年間事業計画に基づき、増田がんセンター長より、県の各協議会と連携して普及啓発活

動を行ていくこについて説明があり、今後もそのような情報交換できる機会があれば、活

用していくことが再確認された。 



 
７．離島圏での緩和ケア研修会と講演会について 
 増田がんセンター長より、2 月に宮古島にて開催予定の「緩和ケア研修会」について説明

があり、その計画内容に一般向けの「がんに関する講演会」の開催や「宮古島がん患者ゆ

んたく会」の設立等を追加してはどうかとの提案があり、普及啓発部会からの立案として、

緩和ケア部会と連携をとりながら、進めていくことが承認された。 
また、吉田氏（患者の立場）より、沖縄県がん患者ゆんたく会の幹事会委員を当研修会に

宮古島がん患者会立ち上げについてサポート役として連行したいとの要望があり、今後検

討する事が承認された。 
 
８．その他 次回第１０回普及啓発部会開催日程について 

日程： 平成 22 年 1 月 5 日（火）15:00~ 
           場所： 琉大病院管理棟 2 階 小会議室 
 
 


